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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第57期
第３四半期
連結累計期間

第58期
第３四半期
連結累計期間

第57期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 66,441,147 68,946,647 88,572,580

経常利益 (千円) 1,167,171 841,788 1,425,380

四半期(当期)純利益 (千円) 990,233 263,118 911,494

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 869,404 182,931 804,218

純資産額 (千円) 16,966,432 16,904,391 16,901,049

総資産額 (千円) 39,964,090 43,011,985 41,559,490

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 41.40 11.00 38.11

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 42.5 39.3 40.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △9,470,618 1,249,572 △7,165,479

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △361,762 △403,247 △402,242

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 9,285,868 △1,051,232 7,314,932

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 545,452 595,046 850,301

　

回次
第57期

第３四半期
連結会計期間

第58期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は
四半期純損失金額(△)

(円) 11.82 △6.70

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第57期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。　

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況 

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、米国では景気回復ペースが弱まり、欧州では財政金融危

機などにより景気改善ペースが鈍化し、アジア地域では景気拡大テンポが減速しており、全体では景気回復

が鈍化傾向にあります。

日本経済は、東日本大震災による急速な景気悪化の後、生産活動の回復による輸出の増勢などにより持ち

直しつつありましたが、夏場以降は生産活動の減速が明確化し、海外経済の減速や円高、タイの洪水により

輸出が伸び悩み、景気回復が鈍化している状況であります。

半導体市場においては、2011年11月の世界半導体売上高は、前年同月比3.1%減、前月比2.4%減となり、タイ

の洪水や欧州の金融危機が影響を及ぼしております。

当社グループは、東日本大震災での、仕入先被災等による影響を受けましたが、仕入先の生産回復への早

期復旧などにより影響を最小限で乗り切り、業績への影響は想定より軽微なものとなりました。しかしなが

ら、2011年10月初めよりタイで発生した洪水や海外経済の減速は、当社グループの業績に影響を与えており

ます。

このような環境の下、当第３四半期連結累計期間は、品目別売上高では集積回路はマイコンが自動車分野

を中心に大きく増加しましたが、商流の移管等によるＬＣＤドライバー及びメモリ等の減少がそれを上回

り、前年同期比828百万円減（1.8%減）の44,497百万円、半導体素子は商流の移管等により、トランジスタ及

び光素子が自動車・産業・民生分野などを中心に増加し、同1,989百万円増（26.3%増）の9,549百万円、表

示デバイスでは民生分野が大幅に増加し、同1,811百万円増（20.9%増）の10,498百万円となりました。その

結果、売上高は同2,505百万円増（3.8%増）の68,946百万円となりました。

損益面におきましては、営業利益は売上総利益の減少等により前年同期比16百万円減（2.5%減）の647百

万円、経常利益は営業利益の減少に加え、支払利息の増加及び商流移管に伴う受取・支払補償金の計上等に

より、同325百万円減（27.9%減）の841百万円、四半期純利益は、平成23年12月2日に改正法人税及び復興財

源確保法が公布されたことに伴い、繰延税金資産の回収可能額を見直した結果、繰延税金資産の一部を取り

崩したこと等により、同727百万円減(73.4%減)の263百万円となりました。

なお、平成21年4月1日付での合併に伴い「負ののれん」が発生しており、営業外収益に負ののれん償却額

528百万円を計上しております。「負ののれん」は平成24年3月期までの3年間で均等償却することとしてお

ります。

　(注) 当社グループは、「電子部品関連事業」のみの単一セグメントであります。
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連結業績の推移 　 　 　 （単位：百万円)

　 平成２２年３月期 平成２３年３月期 平成２４年３月期

　 第３四半期 第４四半期 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第１四半期 第２四半期 第３四半期

売上高 16,65920,31822,27423,12021,04522,13121,00523,77724,164

営業利益 △ 171 96 292 219 152 71 162 174 309

経常利益 61 366 465 393 307 258 243 200 397

　
(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末と比較し以下のとおりとなりました。

　

（資産）

資産は、前連結会計年度末に比べて1,452百万円増加し43,011百万円となりました。これは、主として投

資その他の資産の繰延税金資産が341百万円減少し、無形固定資産のその他が341百万円減少したものの、

商品及び製品が1,396百万円増加し、受取手形及び売掛金が756百万円増加したことによります。

　

（負債）

負債は、前連結会計年度末に比べて1,449百万円増加し26,107百万円となりました。これは、主として短

期借入金が3,792百万円減少し、負ののれんが528百万円減少したものの、長期借入金が2,958百万円増加

し、支払手形及び買掛金が2,842百万円増加したことによります。

　

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて3百万円増加し16,904百万円となりました。これは、主としてその

他有価証券評価差額金が41百万円減少し、為替換算調整勘定が38百万円減少したものの、利益剰余金が83

百万円増加したことによります。これにより自己資本比率は39.3%となり、時価ベースの自己資本比率は

14.0%となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年

度末に比べ255百万円減少し、595百万円となりました。

　

当第３四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、1,249百万円(前年同期9,470百万円

の減少)となりました。支出の主な内訳は、たな卸資産の増加1,394百万円、売上債権の増加819百万円であ

ります。収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益827百万円、仕入債務の増加2,880百万円でありま

す。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、403百万円(前年同期361百万円の減

少)となりました。支出の主な内訳は、無形固定資産の取得による支出373百万円であります。　

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、1,051百万円(前年同期9,285百万円

の増加)となりました。支出の主な内訳は、短期借入金の減少3,777百万円、配当金の支払額179百万円であ

り、収入の主な内訳は、長期借入れによる収入2,980百万円であります。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に前事業年

度の有価証券報告書に記載した「対処すべき課題」についての重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

　
(5) 主要な設備

前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設について、当第３四半期連結累計期間に

著しい変更があったものは、次のとおりであります。

　
新設

前連結会計年度末において計画中であった次期基幹システムの開発が、当第３四半期連結累計期間に

完成し、平成23年８月より稼動しております。

　　(注)当社グループは、「電子部品関連事業」のみの単一セグメントであります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,929,20023,929,200
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株でありま
す。

計 23,929,20023,929,200― ―

(注)  平成23年５月30日開催の取締役会決議により、１単元の株式数を1,000株から100株に変更しております。な　　お、

実施日は平成23年７月１日であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年12月31日 ― 23,929,200 ― 3,433,100 ― 3,652,920

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

13,100
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

23,907,200
239,072 ―

単元未満株式
普通株式

8,900
― ―

発行済株式総数 23,929,200― ―

総株主の議決権 ― 239,072 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が10,000株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数100個が含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が75株含まれております。

　
② 【自己株式等】

平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
㈱ルネサスイーストン

東京都千代田区神田司町
二丁目１番地

13,100― 13,100 0.05

計 ― 13,100― 13,100 0.05

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成し

ております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日

から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 810,090 554,816

受取手形及び売掛金 25,454,211 ※
 26,210,232

有価証券 40,211 40,229

商品及び製品 10,005,200 11,401,756

仕掛品 38,996 3,619

繰延税金資産 472,640 351,133

その他 293,840 280,136

貸倒引当金 △4,000 △2,000

流動資産合計 37,111,191 38,839,925

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,031,383 986,855

減価償却累計額 △620,509 △601,557

建物及び構築物（純額） 410,874 385,298

工具、器具及び備品 188,534 180,761

減価償却累計額 △141,738 △140,926

工具、器具及び備品（純額） 46,795 39,834

土地 1,285,726 1,266,809

リース資産 30,816 41,208

減価償却累計額 △7,923 △14,112

リース資産（純額） 22,892 27,096

有形固定資産合計 1,766,289 1,719,039

無形固定資産

ソフトウエア 191,603 717,821

電話加入権 11,701 11,701

その他 461,324 120,238

無形固定資産合計 664,629 849,760

投資その他の資産

投資有価証券 648,830 587,704

敷金及び保証金 513,409 510,711

繰延税金資産 696,370 354,379

その他 181,770 175,134

貸倒引当金 △23,000 △24,670

投資その他の資産合計 2,017,381 1,603,259

固定資産合計 4,448,299 4,172,059

資産合計 41,559,490 43,011,985
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 13,475,093 16,317,627

短期借入金 8,490,951 4,698,281

1年内返済予定の長期借入金 99,996 75,009

未払法人税等 63,758 91,372

賞与引当金 － 168,517

繰延税金負債 － 871

その他 1,260,624 1,037,305

流動負債合計 23,390,422 22,388,984

固定負債

長期借入金 41,677 3,000,000

長期預り保証金 174,132 213,132

退職給付引当金 202,216 209,021

役員退職慰労引当金 92,414 92,414

負ののれん 705,030 176,257

その他 52,547 27,783

固定負債合計 1,268,017 3,718,609

負債合計 24,658,440 26,107,594

純資産の部

株主資本

資本金 3,433,100 3,433,100

資本剰余金 5,001,443 5,001,443

利益剰余金 8,675,617 8,759,359

自己株式 △3,039 △3,253

株主資本合計 17,107,121 17,190,649

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 34,759 △6,440

為替換算調整勘定 △240,831 △279,818

その他の包括利益累計額合計 △206,071 △286,258

純資産合計 16,901,049 16,904,391

負債純資産合計 41,559,490 43,011,985
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(2)【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 66,441,147 68,946,647

売上原価 61,207,755 63,791,882

売上総利益 5,233,392 5,154,764

販売費及び一般管理費 4,569,128 4,507,263

営業利益 664,264 647,500

営業外収益

受取利息 1,304 229

受取配当金 9,513 14,027

負ののれん償却額 528,772 528,772

受取補償金 － 183,366

その他 117,063 109,536

営業外収益合計 656,653 835,932

営業外費用

支払利息 21,336 55,436

支払補償費 － 407,053

為替差損 121,862 127,046

その他 10,547 52,108

営業外費用合計 153,747 641,645

経常利益 1,167,171 841,788

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,390 －

固定資産売却益 1,539 －

投資有価証券売却益 18,237 －

会員権売却益 － 552

特別利益合計 21,167 552

特別損失

貸倒引当金繰入額 520 1,670

固定資産売却損 21,725 5,380

固定資産除却損 11,009 161

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 4,168 －

会員権売却損 987 －

訴訟和解金 17,000 －

減損損失 － 7,747

特別損失合計 55,410 14,959

税金等調整前四半期純利益 1,132,928 827,381

法人税、住民税及び事業税 63,725 72,411

法人税等調整額 78,968 491,851

法人税等合計 142,694 564,262

少数株主損益調整前四半期純利益 990,233 263,118

四半期純利益 990,233 263,118
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 990,233 263,118

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △24,952 △41,199

為替換算調整勘定 △95,877 △38,986

その他の包括利益合計 △120,829 △80,186

四半期包括利益 869,404 182,931

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 869,404 182,931
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,132,928 827,381

減価償却費 136,945 143,299

減損損失 － 7,747

有形固定資産除却損 9,324 161

無形固定資産除却損 1,684 －

負ののれん償却額 △528,772 △528,772

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,453 △330

賞与引当金の増減額（△は減少） △113,423 △195,369

退職給付引当金の増減額（△は減少） △39,259 6,805

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4,752 －

支払利息 21,336 55,436

受取利息及び受取配当金 △10,818 △14,256

有形固定資産売却損益（△は益） 20,185 5,380

投資有価証券売却損益（△は益） △18,237 －

会員権売却損益（△は益） 987 △552

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 4,168 －

訴訟和解金 17,000 －

売上債権の増減額（△は増加） △2,338,726 △819,378

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,341,107 △1,394,977

その他の流動資産の増減額（△は増加） 36,910 9,068

仕入債務の増減額（△は減少） △6,548,993 2,880,172

その他の流動負債の増減額（△は減少） 135,206 240,279

その他 37,968 102,452

小計 △9,396,897 1,324,547

利息及び配当金の受取額 10,818 14,256

利息の支払額 △24,716 △53,406

損害賠償金の支払額 △17,000 △7,424

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △42,823 △28,401

営業活動によるキャッシュ・フロー △9,470,618 1,249,572
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(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

従業員に対する長期貸付けによる支出 △800 △420

従業員に対する長期貸付金の回収による収入 8,892 3,236

投資有価証券の取得による支出 △90,745 △8,427

投資有価証券の売却による収入 5,183 －

有形固定資産の取得による支出 △42,479 △42,160

有形固定資産の売却による収入 28,889 14,701

無形固定資産の取得による支出 △289,077 △373,685

会員権の売却による収入 10,312 4,652

その他 8,062 △1,145

投資活動によるキャッシュ・フロー △361,762 △403,247

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 9,475,400 △3,777,700

長期借入れによる収入 － 2,980,000

長期借入金の返済による支出 △66,664 △66,664

リース債務の返済による支出 △2,894 △6,189

配当金の支払額 △119,630 △179,465

自己株式の取得による支出 △343 △213

その他 － △1,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 9,285,868 △1,051,232

現金及び現金同等物に係る換算差額 △48,409 △50,346

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △594,922 △255,254

現金及び現金同等物の期首残高 1,140,374 850,301

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 545,452

※
 595,046
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

(1)第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

 
(2)平成23年12月２日に「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正す

る法律」（平成23年法律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の

確保に関する特別措置法」（平成23年法律第117号）が公布され、平成24年４月１日以降開始する事業年度より法

人税率が変更されることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用される法定実効

税率は、一時差異等に係る解消時期に応じて以下のとおりとなります。

　平成24年３月31日まで 40.69%

　平成24年４月１日から平成27年３月31日 38.01%

　平成27年４月１日以降 35.64%

　この税率の変更により繰延税金資産の純額が56,701千円減少し、当第３四半期連結累計期間に費用計上された法

人税等の金額が56,701千円増加しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　受取手形割引高

　

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

受取手形割引高  200,083千円 －
　

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。
　

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

受取手形 －  34,910千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、

次のとおりであります。
　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

現金及び預金 505,246千円 554,816千円

有価証券(キャッシュ・リザーブ
・ファンド)

40,205千円 40,229千円

現金及び現金同等物 545,452千円 595,046千円

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１　配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月14日
取締役会

普通株式 119,595 5 平成22年３月31日 平成22年６月９日 利益剰余金

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

３　株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１　配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月13日
取締役会

普通株式 179,377 7.5平成23年３月31日 平成23年６月９日 利益剰余金

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

３　株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ルネサスイーストン(E02785)

四半期報告書

16/20



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

当社及び連結子会社の事業は、「電子部品関連事業」のみの単一セグメントであるため、記載を省略し

ております。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

当社及び連結子会社の事業は、「電子部品関連事業」のみの単一セグメントであるため、記載を省略し

ております。

　

(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

　　１株当たり四半期純利益金額 41円40銭 11円00銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 990,233 263,118

    普通株主に帰属しない金額(千円)
    　該当事項はありません。

 
―
 

―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 990,233 263,118

    普通株式の期中平均株式数(株) 23,918,739 23,916,119

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２４年２月９日

　

株式会社ルネサスイーストン

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    海野　隆善　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員
　
指定有限責任社員
業務執行社員

　

 
公認会計士    加藤　敦貞　　印
 
 
公認会計士    跡部　尚志　　印
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社ルネサスイーストンの平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの連結会計年度の第３四半
期連結会計期間（平成２３年１０月１日から平成２３年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間
（平成２３年４月１日から平成２３年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結
貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四
半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ルネサスイーストン及び連結子会社
の平成２３年１２月３１日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績
及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め
られなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報
告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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